
お
わ
り
に

さまざまな選択をしなければならないウズベキスタン国民
は、これからの国の行方を決めようとしている（ブハラ州、
2007年撮影）。



本
書
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
独
立
と
い
う
大
変
革
の
中
で
、
人
々
の
生
活
の
変

化
に
伴
い
、
彼
ら
の
考
え
方
・
認
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の

過
程
で
は
、
ソ
連
時
代
か
ら
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
至
る
歴
史
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
社
会
の
転
換
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
独
立
は
、
ソ
連

時
代
と
比
べ
て
多
く
の
人
々
の
生
活
水
準
を
上
げ
、
新
た
な
経
済
・
社
会
的
な
自
己
発
展
の
機
会
を
与
え

る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
独
立
初
期
は
人
々
が
か
つ
て
直
面
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
よ
う
な
経
済
的
困

難
や
問
題
が
生
じ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
、
社
会
や
公
共
機
関
に
関
す
る
信
頼
、
人

生
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
変
容
さ
せ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
独
立
が
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
生
活
を
可
能
に
す
る
と
い
う
理
想
は
必
ず
し
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
人
々
は
こ
の
よ
う
な
現
実
に
二
つ
の
方
法
で
対
応
し
て
き
た
。
一
つ
は
、
で
き
る
だ
け
（
拡

大
家
族
を
含
め
た
）
家
族
で
結
束
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
自
分
た
ち
家
族
の
力
で
解
決
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
で
あ
る
。
家
族
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
近
隣
住
民
や
地
域
社
会
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
々
が
国
家
機
関
や
共
産
党
な
ど
に
全
面
的
に
頼
り
、

問
題
が
生
じ
た
際
は
す
ぐ
に
国
家
機
関
へ
申
し
出
た
ソ
連
時
代
と
比
べ
れ
ば
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
、
ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
増
加
す
る
一
方
、
政
府
の
対
応
能

208
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力
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
人
々
の
政
治
に
対
す
る
信
頼
度
は
低
下
し
、

問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
見
通
し
の
な
い
国
家
機
関
に
申
し
出
る
よ
り
、
自
分
た
ち
の
周
辺
で
対
応
し
た

方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
般
の
人
々
と
政
府
の
間
に
で
き
あ
が
っ
た

ギ
ャ
ッ
プ
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
論
理
に
基
づ
い
て
、
多
く
の
人
は
正
式
な
ル
ー
ト

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
賄
賂
な
ど
を
と
お
し
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

他
方
、
も
う
一
つ
の
人
々
の
対
応
は
、
家
族
、
親
戚
、
知
人
、
近
隣
以
外
の
人
を
信
頼
せ
ず
、
内
向
き
に

な
る
こ
と
で
社
会
的
な
変
動
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
で
叫
ば
れ
て
い
た
助
け
合
い
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
一
つ
の
社
会
的
空
間
に
二
つ

の
現
象
が
共
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
他
人
を
信
頼
せ
ず
、
社
会
全
体
に
対
し
不
信
感
を
も
つ

一
方
、
家
族
、
親
戚
、
近
隣
な
ど
に
頼
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
、
人
々
は
拡
大
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
「
境
界
」
に
沿
っ
て
他
の
社
会
か
ら
孤
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
さ
な
単
位
の
枠
内
で
生
き
よ
う
と

し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
社
会
全
体
の
相
互
信
頼
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

第
四
に
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
宗
教
の
重
要
性
や
役
割
が
さ
ら
に
増
し
た
。
長

年
に
わ
た
る
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
圧
力
で
、
多
く
の
人
は
表
面
的
に
は
無
宗
教
に
な
っ
て
い
た
が
、
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日
常
レ
ベ
ル
で
は
宗
教
行
事
を
守
っ
て
い
た
。
ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
い
、
宗
教
の
自
由
は
確
保
さ
れ
、
人
々

は
宗
教
に
対
す
る
愛
着
を
隠
さ
ず
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
人
は
さ
ま
ざ

ま
な
経
済
・
社
会
的
問
題
を
解
決
で
き
な
い
中
、
次
第
に
宗
教
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
過
激
な
形
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
原
理
主
義
的
な
考
え
方
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
今
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
発
展
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
政
治
・
経
済
・
社
会

面
で
の
改
革
の
成
功
は
、
伝
統
の
復
興
、
保
守
主
義
的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
、（
経
済
面
で
の
産
業
化
と
政

治
面
で
の
民
主
化
と
い
う
意
味
で
の
）
近
代
化
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
に
か
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
社
会
全
体

の
信
頼
強
化
と
分
裂
し
て
い
る
社
会
の
統
合
は
、
現
代
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
経
済
立
て
直
し
と
社
会
の

安
定
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
国
の
発
展
に
関
す
る
人
々
の
考
え
方
に
も
影
響
を
与
え
る
。
本
書
で
見
た
と

お
り
、
独
立
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
段
階
的
な
改
革
を
強
調
し
、
政
治
・
経
済
・
社
会
に
お
け
る

政
府
の
積
極
的
な
関
与
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。
実
際
、
政
府
は
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
政
策
は
、
独
立
直
後
の
混
乱
の
中
で
一
定
の
効
果
を
も
ち
、

人
々
の
生
活
を
支
え
た
も
の
の
、
近
年
は
そ
の
限
界
を
見
せ
は
じ
め
た
。
ア
ジ
ア
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
の

結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
人
々
は
政
府
に
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
政
策
と
姿
勢
を
求
め
て
い
る
。
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人
々
の
多
く
は
、
依
然
と
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
経
済
成
長
を
、
高
収
入
と
よ
り
発
達
し

た
政
治
シ
ス
テ
ム
に
至
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
な
目
標
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

済
・
社
会
問
題
が
増
す
中
で
、
人
々
は
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
つ
づ
け
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
強
い
行
政
権
が
代
表
す
る
強
い
開
発
志
向
国
家
は
高
い
経
済
成
長
と

民
主
的
改
革
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
、
独
立
以
降

の
そ
の
政
策
は
政
府
と
国
民
が
期
待
し
た
よ
う
な
結
果
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
対
す
る
信
頼
度
の
数
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
く

の
国
民
は
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
政
策
に
失
望
し
て
い
る
。
彼
ら
か
ら
見
れ
ば
、
政
府
主
導
型
の
発
展
モ
デ

ル
が
独
立
後
十
六
年
の
間
に
成
功
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
る
程
度
の
政
策
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
世

論
調
査
の
結
果
か
ら
は
政
府
主
導
型
と
は
逆
の
、
人
々
の
幅
広
い
政
治
活
動
へ
の
参
加
、
民
主
的
選
挙
、

個
人
の
人
権
強
化
、
政
治
腐
敗
撲
滅
を
支
持
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
国
内
の
幅
広
い
改
革
と
、
一
般
国

民
の
政
治
・
経
済
へ
の
参
加
拡
大
に
対
す
る
支
持
は
、
高
度
経
済
成
長
に
至
る
可
能
性
を
も
つ
、
よ
り
開

か
れ
た
経
済
政
策
を
人
々
が
躊
躇
し
な
が
ら
も
望
ん
で
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
発
展
と
将
来
は
、
政
府
の
政
策
や
経
済
戦
略
と
同
時
に
、
人
々
が
自
分
の
国
の

運
営
に
ど
の
程
度
参
加
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。



ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
日
本

一
九
九
一
年
の
ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
い
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
日
本
と
の
間
に
は
活
発
な
二
国
間
関
係
が

築
か
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
も
反
映
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
は
ソ
連
時
代
か
ら
日
本
に
対
し
て
好
意
的
な
印
象
を
も
つ
人
が
多
く
い

た
。
こ
れ
に
は
複
数
の
理
由
が
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
シ
ベ
リ
ア
を
と
お
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
現
場
で
働
い
た
日
本
人
捕
虜
と
の
交
流
は
そ
の
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
現
在
で
も
、
タ
シ
ケ
ン
ト
の
中
心
部
に
日
本
人
捕
虜
が
建
設
に
従
事
し
た
ア
リ
シ
ェ

ル
・
ナ
ボ
イ
劇
場
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
精
巧
な
作
り
と
一
九
六
六
年
の
タ
シ
ケ
ン
ト
大
地
震
で
も
壊
れ

な
か
っ
た
頑
丈
さ
は
、
日
本
人
の
性
格
と
当
時
の
仕
事
ぶ
り
を
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
に
伝
え
て
い
る

（
注
６
）。

終
戦
直
後
に
生
ま
れ
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
も
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
日
本
人
と
の
接
触
で
は

な
く
、
日
本
製
品
と
の
出
会
い
で
作
っ
て
い
っ
た
。
特
に
一
九
七
○
〜
一
九
八
○
年
代
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
で
は
、
日
本
製
の
傘
、
時
計
、
衣
類
（「
蝶
理
」
ブ
ラ
ン
ド
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
そ
の
質
の
高
さ
と
繊
細

212



な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
人
々
は
日
本
人
の
細
や
か
な
性
格
と
責
任
感
を
高
く
評
価
し
た
。

日
本
の
文
化
に
対
す
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
の
関
心
も
昔
か
ら
強
い
。
例
え
ば
、
一
九
八
九
年
に
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
で
撮
影
さ
れ
た
『
ソ
ユ
ン
チ
』
と
い
う
映
画
で
は
、
主
人
公
の
中
年
男
性
が
サ
ッ
カ
ー
の
こ

と
し
か
考
え
な
い
と
妻
に
怒
ら
れ
て
憤
慨
し
、
日
本
人
女
性
と
結
婚
す
る
こ
と
を
誓
う
場
面
が
あ
っ
た

（
注
７
）。
そ
れ
は
、
男
性
を
た
て
る
従
順
な
日
本
人
女
性
と
い
う
当
時
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
は
日
本
と
の
関
係
が
発
展
し
、
両
国
民
の
接
触
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
交
流
を
と
お
し
て
、
独
立
以
前
は
日
本
人
に
対
し
て
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
も
た
な
か
っ
た
人
々

も
、
実
際
の
接
触
を
と
お
し
て
日
本
人
に
関
す
る
現
実
的
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、

二
○
○
三
年
と
二
○
○
五
年
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
全
土
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
で
は
、
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注
（
６
）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
と
日
本
人
の
捕
虜
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
捕
虜
に
な
っ
た
人
の
日
記
に

も
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
植
田
彪
『
シ
ル
ダ
リ
ア
の
彼
方
に

―
中
央
ア
ジ
ア
に
六
年
、
戦
友
の

墓
地
を
探
し
て
』
十
年
社
、
二
○
○
四
年
参
照
。

注
（
７
）

“Soyunchi”
M

elis
A

bzalov

監
督
作
品
、U

zbekfilm

、1989

。



ロ
シ
ア
、
韓
国
、
日
本
、
米
国
、
中
国
、
英
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
与
え
る
影
響
を
問
う
項
目
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
二
○
○
三
年
の
調

査
で
は
日
本
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
て
「
良
い
」「
比
較
的
良
い
」
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
答
え
た

人
の
割
合
は
合
計
で
六
三
・
七
％
（「
良
い
」
が
二
八
・
八
％
、「
比
較
的
良
い
」
が
三
四
・
九
％
）
に
上
っ
た
。
そ

の
年
に
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
国
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
国
々
の
中
で
は

第
三
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
次
の
二
○
○
五
年
の
調
査
で
は
日
本
は
第
五
位
だ
っ
た
。
二
○
○
三
年
と
二
○

○
五
年
の
調
査
で
は
、
日
本
は
、
歴
史
的
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
強
い
影
響
力
を
も
つ
ロ
シ
ア
と
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
朝
鮮
系
の
人
々
が
多
く
居
住
す
る
韓
国
よ
り
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
米
国
、
英
国
を
上
回

り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
民
の
日
本
に
対
す
る
特
別
な
思
い
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
○
○
三
年
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
人
々
の
間
で
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

ト
ヨ
タ
（
九
一
・
一
％
）、
ホ
ン
ダ
（
八
一
・
一
％
）
の
知
名
度
は
、
コ
カ
コ
ー
ラ
（
九
七
・
三
％
）、N

estle

（
九

六
・
三
％
）、
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
電
子
（
九
三
・
八
％
）
な
ど
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ー
ド
（
八
九
・
三
％
）、

Phillips

（
八
四
・
三
％
）、V

olksw
agen

（
七
○
・
二
％
）、H

yundai

（
六
九
・
二
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
各
地
域
で
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
人
観
光
客
と
の
接
触
が
多
い
サ
マ
ル
カ
ン
ド
（「
良

い
」
が
三
五
・
○
％
、「
比
較
的
良
い
」
が
三
○
・
○
％
）、
タ
シ
ケ
ン
ト
（
二
八
・
八
％
と
三
四
・
五
％
）、
ウ
ル
ゲ
ン
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図 6 以下の国々はウズベキスタンにどのような影響を
与えると思いますか

〈2003年〉

〈2005年〉

（出所）ウズベキスタンにおけるアジアバロメーター調査。



チ
（
三
一
・
○
％
と
三
一
・
○
％
）、
ブ
ハ
ラ
（
二
○
・
四
％
と
三
八
・
八
％
）
で
は
日
本
に
対
す
る
評
価
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
観
光
収
入
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
空
港
、
学
校
な
ど
の
設
備
が
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

で
修
復
さ
れ
て
い
る
。
一
般
の
人
々
は
そ
の
よ
う
な
日
本
の
貢
献
を
高
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
だ
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
て
「
良
い
」
ま
た
は
「
比
較
的
良
い
」
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
国
の
順
位
は
前
述
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
が
、
二
十
代
の
若
者
の
間
で
日
本
の
影
響
が
「
良
い
」
と

答
え
た
割
合
は
二
七
％
で
あ
り
、
三
十
代
（
二
九
・
七
％
）、
四
十
代
（
二
九
・
八
％
）
よ
り
も
若
干
少
な
い
。

し
か
し
、
日
本
の
影
響
が
「
比
較
的
良
い
」
と
答
え
た
割
合
は
、
二
十
代
（
三
九
・
四
％
）
が
三
十
代
（
三
四
・

六
％
）
や
四
十
代
（
三
○
・
六
％
）
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

国
民
が
今
後
構
築
す
る
関
係
に
高
い
潜
在
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
世
論
調
査
で
は
、
日
本
よ
り
も
韓
国
に
対
す
る
評
価
が
若
干
高
い
。
こ
れ
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
国
民
が
、
韓
国
人
と
の
交
流
の
み
な
ら
ず
自
動
車
や
家
電
製
造
工
場
な
ど
の
建
設
を
と
お
し
た
韓
国

の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
経
済
再
生
へ
の
貢
献
を
評
価
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
間
接
的
で

は
あ
る
も
の
の
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
が
日
本
に
対
し
て
も
文
化
や
人
的
交
流
以
上
の
関
わ
り
と
経
済
再

生
へ
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
表
れ
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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